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製剤区分（薬効分類）生物学的製剤　（ワクチン類）

主成分
不活化ワクチン　1ボトル（250mL）中

フォトバクテリウム・ダムセラ・サブスピーシーズ・ピスシシダ Pp 66 株 不活化後総菌数　1.7×1011個

ラクトコッカス・ガルビエ INS 050 株 不活化後総菌数　1.7×1011個

対象動物 ブリ

効能及び効果 ブリの類結節症及びa溶血性レンサ球菌症の予防

用法及び用量
体重約30～約110gのブリの腹腔内（魚体の腹鰭を体側に密着させたときに先端部が体側に接す
る場所から腹鰭付け根付近までの腹部正中線上）に連続注射器を用いて0.1mLを1回注射する。

使用禁止期間／休薬期間

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

－

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

ノルバックス類結/レンサOil 株式会社インターベット H20.1.18 指定医薬品、劇薬

（動生剤）
オーストラリア、

液状 不活化
有 トリプトン 牛 ニュージーランド、 乳

アメリカ

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

（動生剤）
有

○a N-Zアミン、
○a○b牛

○a乳、○b頭骨・脊椎

凍結乾燥　生 ○bゼラチン 及び脊髄を除いた骨

①ポーシリス　Begonia DF・10
株式会社インターベット H20.1.18

指定医薬品、劇薬、

②ポーシリス　Begonia DF・50 要指示医薬品

製剤区分（薬効分類）生物学的製剤　（ワクチン類）

主成分

①乾燥ワクチン1バイアル（10頭分）中
Vero細胞培養弱毒オーエスキー病ウイルスベゴニア株　106.5TCID50以上

②乾燥ワクチン1バイアル（50頭分）中
Vero細胞培養弱毒オーエスキー病ウイルスベゴニア株　107.2TCID50以上

対象動物 豚

効能及び効果 豚のオーエスキー病の発症予防

用法及び用量
乾燥ワクチンを添付の溶解用液で溶解し、その2ｍLを次の要領で豚の筋肉内に接種する。
①8～10週齢に1回、さらに必要がある場合には、3週間以上の間隔をおいて1回追加接接種する。
②妊娠豚においては、分娩前3～6週に1回、その後の追加免疫は各分娩前3～6週または年2回接種する。

使用禁止期間／休薬期間

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

－

○a アメリカ・オース
トラリア・ニュージ
ーランド、○b アルゼ
ンチン・オーストラ
リア・ベルギー他

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

（動生剤）
有

○a トリプトン（カゼイン）、
○a○b牛

○a乳、○b皮・頭骨

液状　不活化 ○bゼラチン 及び脊髄を除いた骨

①ポーシリス STREPSUIS 「Ⅳ」 ①株式会社インターベット
H20.1.18

指定医薬品、劇薬、

②ポーシリス STREPSUIS ②松研薬品工業株式会社 要指示医薬品

製剤区分（薬効分類）生物学的製剤　（ワクチン類）

主成分
液状ワクチン1バイアル　20mL（10頭分）中
ストレプトコッカス・スイス P1/7株（2型菌）不活化全菌体抗原（波長600nmで吸光度18に相
当する菌液） 1g

対象動物 豚（2週齢以上）

効能及び効果 ストレプトコッカス・スイス血清型2型菌の感染による豚のレンサ球菌症の発症の軽減

用法及び用量 ワクチンの2mLを2週齢以上の豚に、3週間間隔で2回、頚部筋肉内に注射する。

使用禁止期間／休薬期間

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

－

○aニュージーランド・

ポーランド、○bイタリ

ア・アイルランド・ア

メリカ・カナダ・他


